
様式２ 　令和７年度　清瀬市立清瀬第七小学校　  学校評価（案） 資料　指ー１③

　学校教育目標 　育成を目指す資質・能力及び特色ある教育活動

〇健康で強い子　　　〇思いやりのある子　　　◎よく考える子

　目指す学校像（ビジョン）
【目指す学校像】 児童の夢に向かい努力する力を育てる清瀬七小～キャリア教育の推進を通して～

【目指す児童・生徒像】 主体的に学び、互いに認め合い、支え合い、高め合う児童

【目指す教師像】 向上心をもち、協力しながら主体的に働ける教師

取組指標 成果指標

様々な行事や活動を実践する中で、児童が主体的に考え行動するた
めの環境を整え、児童の活動を支援していく。
異学年交流や、小中・小小・保幼小連携を行うことで「よい環」となる
人間関係を形成し、「他の人のために行動する」経験を大切にしてい
く。

毎年行っているふれあい月間の取組や、SC全員面接、いじめアン
ケート、学校適応尺度（ASSESS）調査等はいじめの早期発見・早期
対応に効果的である。定期的な実施に伴う慣れに妥協せず、丁寧に
児童から聞き取りを行い早期発見・早期対応に努めていく。命の週間
のほかに「SOSの出し方週間」を設定し、いじめ防止、自殺防止につ
いて、計画的に取り組む。

いじめや人権について児童が考える授業や活動を計画的に行ってい
く。(好評であった外部講師によるいじめの授業は、令和９年度に５、
６年生を対象に行う。）
いじめに関する報告や説明を今年度のように充実させ、保護者の意
識を高めていくよう努力する。

体力向上については、運動することへの「児童の積極性」に課題がみ
られる。児童が自ら考えた企画や小中連携企画、外部講師の活用な
どを行いながら、スポーツの楽しさを体感させ、児童が自ら運動機会
を増やそうとする意識を高めていく。
清瀬市立小学校が一斉に取り組むこととなった「なわとび運動」につ
いて、年間を通して計画的に実施し、外部講師を招いて、なわとびの
楽しさや難しい技に挑戦しようとする意欲を高める。

生活に関する学級指導は、保健だよりを活用することで効果的に
行っている。毎年行っているニコニコ生活カードや長期休業明けの生
活チェック表のは、内容を改善しながら活用を続け、児童の生活習慣
を把握したうえで、児童に課題を発見させ、考えさせながら生活指導
を行う。
今年度、学校保健委員会で睡眠についてご講演いただいた。次年度
は、睡眠健康推進機構「睡眠授業効果判定研究」の実施校として睡眠
に重点を置いた指導を行う。保護者の理解と協力を得られるよう、わ
かりやすい啓発を続ける。

　前年度までの学校経営上の成果と課題

柱 具体的方策

縦割り班活動や学級活動で班や
集団で活動する機会を計画的に
実施する。
児童会活動やクラブ活動で主体
的に考え活動する機会を設ける。

いじめ調査を年に3回以上行い、
実態を把握し早期発見・早期対
応に務める。
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授業研究や授業改善推進プラン
の作成、市内外の研修への参加
などの取り組みを通して授業改
善を行い、児童の学習に対する
満足度を高める。

児童の実態調査を実施し、実態
に合わせてキャリア教育の視点
となる４つの能力を伸ばす指導
を行う。

自己評価
評価

　毎年行っているふれあい月間の取組や、SC全員面接、いじめアンケート、学校適応尺
度（ASSESS）調査等はいじめの早期発見・早期対応に効果的である。定期的な実施に
伴う慣れに妥協せず、丁寧に児童から聞き取りを行い早期発見早期対応に努めてい
く。
　また、今年度はいじめに関する講演会を道徳地区公開日に設定したり、保護者会で積
極的にいじめや人権に関する取組を話題に挙げるなどしたりしたが、学校評価保護者
アンケートでは取組に対して「十分である」と答えた割合は８０％代に留まった。保護者
や地域への啓発を続けるとともに、子供の人権感覚を保護者と教員が共に育てていく
関係づくりも進めていく。

いじめや人権について児童自身
が考える授業や活動を繰り返し
行うことで、「いじめない」「見て
見ぬふりをしない」意識を育む

食事、睡眠、運動や清潔について
学級指導を学期に3回以上指導
を行う。
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体育の授業だけでなく、朝や休
み時間、体を動かす楽しさを伝え
児童の運動への意識を高める。

朝遊びや体力づくり旬間の取組が定着してきた。日常の生活でも休み時間等、良く運動
する姿が見られるようになった。他にも運動委員会企画の集会や外部講師を活用した
「走り方教室」など、体を動かす楽しさを味わえる機会が増えた。今後はより対象を限定
した取組（例えば低・中・高学年で分ける、体力テストや縄跳び旬間に併せた運動等）に
期待したい。暑さ対策で校庭が使用できない期間は体育館を開放するなどして運動す
る時間の確保に努めている。外遊びを楽しむ児童が増えてきたが、ある一定の児童は
校舎内で過ごしている実態がある。今後も児童が楽しみながら体を動かす意識を高め
ていきたい。

学校関係者による「自己評価」についての評価

AIやICTの活用により、子どもたちの学び方や表現方法の選択肢が広がっている点は高く評価さ
れている。過渡期にあって先生方の負担も大きいと察せられるが、デジタルネイティブ世代の児童
と共に学び合う姿勢は、双方の意識改革につながるとの期待が寄せられている。一方で、デジタル
先進国であるスウェーデンが紙媒体を見直す動きも参考に、デジタルと紙それぞれの良さを生かし
た「良いとこどり」の実践が望まれている。研究授業の公開を通じ、教員同士が活発に意見を交わ
し、協働的に授業改善へ取り組む姿勢にも感動と信頼の声がある。限られた時間や自治体の制限
の中でも工夫を重ね、ICTを個別最適な学びや満足度向上につなげている点は特に評価が高い。
今後は学力向上に加え、教員の業務効率化への活用、紙学習との適切なバランス、さらにペーパー
レス時代を見据えた体験的な学びの充実も期待されている。

小中を通したキャリア教育は、将来の目標を明確にもつ子どもにとって大きな意義がある一方、目
標が定まらない子どもには重荷やプレッシャーになる可能性も指摘されている。失敗を恐れて助け
を求められない子が増えるのでは、という懸念もあり、「失敗もキャリアの一部」と捉える視点が重
要である。依存症などの当事者の話を聞くことも、抑止ではなく、困ったときに助けを求められる
場があると知る機会として意味をもつ。実践の継続により、「将来の夢や希望をもつ人の役に立ち
たい」という意識が育っている点は大きな成果であり、児童アンケートにもその効果が表れている。
児童期は完成した自己理解を求めるのではなく、意識づけを大切にし、学級外の交流の場や教師の
言葉がけを通して気づきを促すことが求められる。今後は地域や専門家とも連携し、個々の特性に
応じた支援を続けていくことが期待されている。

子どもたちが主体的に考え行動できる環境が整えられ、それをあたたかく見守る先生方の姿勢に、
深い感謝と信頼の声が寄せられている。展覧会では他学年交流による共同作品が印象的で、子ど
もたちのアイデアがあふれる時間となっていた。低学年が高学年に支えられて成長し、やがて自ら
が下級生を導く立場へと育っていく営みには、学校全体での学びの循環が感じられる。卒業後も母
校とつながり続ける姿は、その「よい環」が確かに回っている証でもある。コロナ禍で減少していた
他学年交流も、縦割り班活動やクラブ、委員会、展覧会での協働を通して再び活発になり、高学年
としての自覚や責任感も育っている。今後も、誰かのために行動する経験を大切にしながら、この
豊かな交流を継続していくことが期待されている。

人権や多様性という言葉が広がる一方で、その本質が十分に理解されているのかという問いがあ
る。人権とは、自分自身も多様性の一人であり、「安全・安心・自信・自由」が守られている状態だと
いう具体的な説明が大切であるとの意見が示された。学校では人権やいじめ防止への取組が丁寧
に進められ、子どもの声をもとに早期対応や個人面談での共有が行われている点が評価されてい
る。保護者アンケートでも取組への理解が進み、「わからない」とする回答が減少した。特に山下弁
護士による講演は、人権や法律の視点から分かりやすい内容で好評だった。学校と家庭が話しやす
い雰囲気をつくり、子どもの気持ちを大切にしながら、深い信頼関係のもとで支えていくことが今
後も期待されている。

子どもたちが自ら考えた企画や外部講師を活用し、「体を動かす楽しさ」を大切にする取組は高く
評価されている。清瀬二中陸上部との交流のように、中学校や地域と連携し、多様なスポーツに触
れる機会を広げてほしいとの期待も大きい。スポーツ吹き矢やヨガ、昔遊びなど幅広い活動を通し
て、運動が得意でない子も楽しめる工夫が求められている。体育が苦手だった経験から、校舎内で
過ごしたい子の気持ちに寄り添いながらも、「楽しさ」をキーワードにした取組の継続を望む声があ
る。また、学校時間外の運動機会の充実や、大人も一緒に体を動かす環境づくりの必要性も挙げら
れた。子どもが笑顔で励ましてくれる体験は、世代を超えた前向きな循環を生んでいる。近年は外
で元気に遊ぶ姿や、教員が共に体を動かす様子も増えており、今後さらに地域と協力しながら、多
様で継続的な運動環境が広がることが期待されている。

高学年になると流れがちな生活習慣や歯みがきについても、「にこにこ生活カード」を通して保護者
が確認する機会は大切だという意見がある。各学級で保健だよりを読んでから配布している取組
も、丁寧な姿勢として評価されている。睡眠に関する校内研修は有意義で、子どもの生活リズムを
見直すきっかけになったとの声もあった。一方で、睡眠をはじめとする生活習慣は学校だけでなく
家庭の在り方が大きく影響するため、家庭の協力を得る難しさも課題として挙げられている。それ
でも、小学校での指導は子どもの中に種として残り、将来花開くと信じて継続することが大切だと
する意見もあった。取組期間後は意識が高まるものの、継続が難しい現状もあり、学校で行った指
導内容を簡潔に家庭へ共有し、親子で振り返る機会を設けてはどうかとの提案もある。学校と家庭
が連携し、わかりやすい啓発を重ねていくことが期待されている。

　一年間を通して計画的に異年齢集団や学級、学年活動を行うことができていた。児童
会活動、縦割り班活動、クラブ活動においても各担当教員が責任をもって児童の活動を
支えることができた。縦割り班活動や拡大代表委員会の活動が定着し、高学年が主体
的に考え、動く姿が多く見られるようになった。今後も児童が主体的に活動し様々なア
イデアで、より良い学校作りへ関わっていく姿に期待したい。

　校内評価では、授業において繰り返し「いじめはいけない」「いじめを見て見ぬふりを
しない」指導を行ってきたという意見が集まった。また、日常の教育活動において、人権
上不適切な発言や行動が見られた場合は毅然とした態度で指導に当たり、先述の通り
いじめアンケート等で発見した事例に対して早期に対応するなどしている。
　集団生活の中で、様々な児童が関わる中で軽微なトラブルや行き違いはある。いじめ
の原因となりやすい人間関係の溝や軋轢が生じた時に正しい人権感覚をもって対処で
きる児童の育成を目指して指導を継続していく。

　清瀬市内外の研修や小中連携での研鑽、授業改善推進プランで把握した本校児童の
学習課題を踏まえ、教職員がそれぞれ授業を工夫し改善してきた。８５％以上の児童が
授業をうけてわかった時の喜びや学習の楽しさを感じたとアンケートでは答えている。
　特に、校内研究を軸とした「デジタルを活用したこれからの学び」の実現に向けた授業
改善は、ICTの活用や、見通しをもって児童自身が学習を進める新たな学習スタイルへ
の挑戦となり、今後成果が上がれば、それが児童の学習満足度につながると考える。全
ての授業を同じように改善することは難しいが、改善できる部分が明確になれば指導
者が意識し授業も変わっていく。今後も教員が其々意識した授業改善を図っていく。

【育成を目指す資質・能力】
〇健康で強い子…すすんで健康保持増進に努める意欲、基礎的な運動の技能、健康についての知識
〇思いやりのある子…他者の気持ちを理解する力、共感できる力、他者との違いを認める力
◎よく考える子…基礎的な知識・技能、情報活用能力、問題発見・解決能力、自分の思いや考えを豊かに表現す
る力

【成果】〇キャリア教育計画に基づくキャリアプランニング能力の向上　〇学校ホームページによる情報発信と閲覧の啓発　〇コミュ二ティスクールへ向けた地域人材、資源の活用
【課題】〇体力向上を図る環境の整備と取り組みの一層の充実　〇保護者地域への学校の取組の周知方法の改善（いじめ対策、キャリア教育等）

　にこにこ生活カードや長期休み明け生活チェック表などを活用して児童の生活習慣を
把握して生活指導を行う教職員が多かった。養護教諭による保健指導や、保健だより配
布時のミニ指導など、取組としては９割以上の教職員が肯定的な評価をしている。今年
度は『睡眠』を重点的に校内研修を行い、生活指導を行った。
　生活に関する分野は家庭の協力が不可欠である。家庭の理解と協力を得るためにも
保護者への啓発が今後の課題。

学校関係者評価

今後も校内研究や小中連携教育を軸に、児童の実態調査を実施し、
伸ばしたい資質能力を焦点化してアプローチしていく。
研究授業の進め方については、各分科会メンバー全員でチームとし
て取り組むことで、組織的に研究を深めていき、キャリア教育を柱に
した授業改善を行っていく。
地域や専門家との連携をさらに強め、個々の特性に応じた支援を続
けていく。

　分科会で捉えた児童の実態を踏まえ、伸ばしたい資質能力に焦点を定めてアプローチ
することができた。また、研究授業を実際に行う授業者だけに負担が偏らないよう、分
科会ごとにメンバー全員で取り組めた結果、授業者だけでなく教職員皆でキャリア教育
について学び、実践につなげることができた。
　その効果は、アンケート調査にも表れており、キャリア教育の視点の中で、人間関係形
成/社会形成能力に関する質問（他の人の役に立ちたいと思いますか）では９割以上の
児童が肯定的な回答をしている。その反面、児童の特性が原因でもあるが自己理解が
進まない課題も浮き彫りになっている。

課題及び次年度以降の改善方策（案）

次年度以降の改善方策

学校関係者評価の結果を踏まえた改善方策

今後も授業改善を行うために、引き続き清瀬市内外の研修や小中連
携での研鑽を積んでいく。
特に、東京都の事業である「デジタルを活用したこれからの学び」指
定校として、全教員が一人一台端末を活用していくとともに、研究授
業の公開を行い、市内教員に情報提供を行う。研究協議会では、活発
な意見交換や授業改善へ取り組みを続けていく。

今年度は「いじめ」に関する報告や説明が充実しており、学校の取組がより見えるようになったとの
声がある。いじめ調査を年3回以上実施するなど、継続的な把握と対応が評価されている。日頃か
ら「心の安全・安心」が人権の大切な基準であることを子どもに伝えてほしいとの意見や、子どもの
権利条約を親子で学ぶ機会を設けてはどうかとの提案もあった。集団生活では一定のトラブルは
避けられないが、小学校段階で正しい人権感覚を育むことは、子どもたちの将来の大切な指針にな
る。今後も丁寧な指導と取組の継続が期待されている。



学校支援本部「ななサポ」と教員間の距離が縮まり、連携が進んでい
る。今後も互いにとって有益なものになるように改善を図りながら
継続していく。地域コーディネーターを中心に学校運営協議会とも連
携し、保護者・卒業生にとどまらず地域を広げて人材発掘・人材活用
を進めていく。また、子供と地域の大人が関わっている様子も、「なな
サポ」のグループラインや学校のホームページなどで広く発信してい
く。

学校ホームページの更新頻度を上げるための手順がわかりやすくな
り、担当教職員も作業しやすくなってきた。
H＆Sの活用については、保護者の期待が大きいことが伝わってき
ている。運用ルールなども確認しながら、どこまで活用するかを年度
初めには教職員や七小の会・ななサポなどの関係者で共通理解を図
り、保護者にも周知する。健康・安全に関することなどは、リマインド
発信をすることで効果が認められたので、必要に応じて行う。

今後も年間計画に基づき、児童の実態を考慮しながら共同学習や交
流を年３回以上実践していく。年間計画立案の際には、一緒に取り組
み、ともに活動する機会を増やすことで、互いに助け合い認め合える
工夫を行っていく。児童の負担になっている様子が見られた時には、
その都度、見直しをしていく。
特別支援教育の必要性や在り方について、保護者や地域の理解を深
めるために、学校だよりや保護者会などで発信していく。

教職員の研修については、ASSESS活用研修や巡回相談心理士か
らの実践的なアドバイスを受ける時間を今年度と同じように計画す
る。校内委員会については、定期の開催のほかに、検討する必要に応
じて、随時臨時校内委員会を行う。内容については特別支援教室に
関わる児童についての検討は充実してきているが、昨年度途中から
人数が増えた日本語指導を必要とする児童のための検討も充実させ
ていく。
保護者の理解を深めるため、特別支援教育に関する講演会を行う。
関心の低い保護者に対しては、学校運営協議会などで検討しながら、
七小の会の協力も求めていく。

HPやH＆Sで保護者に必要な情
報や学校での学習や活動の様子
を掲載し、休業日以外にできる
だけ毎日情報発信を行う。

学校支援本部との連携を図り、
地域や保護者の人材活用を積極
的に行う。

特
別
支
援
教
育
の
充
実

年間計画に基づき、共同学習や
交流を学期に１回以上（年3回以

上）実践する。

特別支援研修会で学んだことを
生かし、これまでの指導支援につ
いて検証し、それぞれのケースに

あった支援を行う。

本
校
の
特
色

H＆Sの活用により、保護者の端末へ直接連絡が届くことで情報が確実に伝わり、直前のリマインド
機能によって行事等の失念も減ったとの評価が多い。欠席連絡もしやすくなり、定着が進んでいる
ことがうかがえる。一方で、教職員がどの時間帯に確認しているのか分からず、夜間に送信してし
まった経験もあることから、確認時間や運用ルールを明確に周知してほしいとの要望がある。HP
やH＆Sの連携は進んでいるものの、情報の流れをさらに分かりやすく整理できればという意見
や、ななサポだよりの配信可否についての相談もあった。宿題など連絡帳内容もクラス連絡で共有
してほしいという声もある。高い肯定率の一方で、時間と手間の軽減は今後の課題であり、より効
率的で負担の少ない情報共有の仕組みづくりが期待されている。

　学校での様子や、行事での児童の姿など担当の教職員を中心に学校HPになるべく掲
載しようと試みた。手軽に掲載できる方法の模索が今後の課題。H＆Sによる連絡効果
が高く、ご家庭で用意していただきたいことや家庭管理下でお願いしたいことなど、直
接保護者の端末に送ることができるので確実な連絡手段としては活用できた。保護者
からの要望や連絡が連絡帳からH＆Sに移行したので、欠席の連絡や保護者への回答
の仕方など学校の教職員、保護者共に今一度操作方法を確認したい。

学校支援本部「ななサポ」の働きにより保護者や地域との連携が円滑に進み、卒業生がサポートに
関わる機会も増えていることは大きな教育的財産として評価されている。学校内にあった「先生と
それ以外」という垣根も薄れ、校長・副校長の姿勢のもと参加しやすい温かな雰囲気が広がってい
るとの声もある。多くの大人が子どもに関わることは、子どもたちの安心感や「優しい大人になりた
い」という思いの育ちにもつながっていると感じられている。一方で、連携には時間や労力が伴う
ため、教職員の負担軽減への配慮も必要である。今後は、年度末の学運協などで授業計画と地域の
関わりについて情報交換を行うことや、特技をもつ保護者が気軽に参加できる仕組みづくりが期
待される。アンケートでも地域連携への肯定的意見が多く、竹丘・松山地域の学校同士の連携も含
めさらなる充実が望まれている。

　今年度は保護者や地域の方々に助けてもらう場面が飛躍的に伸びたと感じる１年
だった。教職員側も、どのように活用すればよいかノウハウを身に付け、上手に活用で
きるようになった。清瀬市には教育的財産となる人物が多く存在しており、まだまだ新
たな人材発掘の余地があると感じる。今後も活用する機会が増えてくると思われるの
で、地域コーディネーターを活用し、計画的に地域人材を活用しながら教育効果を高め
ていきたい。

　日常の生活や、学校行事等でごく自然に交流し合えている実態があり、児童の満足度
も高い。小規模校の特性を生かして教職員や児童同士でも通常学級、特別支援学級共
に知り合い声を掛け合う姿が見られる。今後も同じ時間を過ごすだけでなく、一緒に取
り組み、共に活動する機会を増やして互いに助け合い認め合える豊かな人間性を養っ
ていく。

　ASSESS活用研修や巡回相談心理士からの実践的なアドバイスにより、特別支援に
ついて理解を深め、支援に生かせたと評価する教職員が多かった。特別支援学級・特別
支援教室の教員との連携も円滑に行われており、校内委員会だけでなく、職員室の一
角で特別な支援を要する児童対応について教職員が話しあう様子が多く見られた。
　保護者向けにも講演会を実施しているが、参加者は少なく特別支援教育に関するアン
ケートの結果では、「答えられない　わからない」と答えた保護者が12.8％だった。特別
支援は個別ケースで対応することが多く、他の保護者が知る機会が少ない。また、特別
支援に対して関心・理解が低い保護者も一定数いるので、保護者向けの講演会の充実
や、保護者会等で話題にするなど保護者への啓発を強化していきたい。

七小の子どもたちは、日常の中で自然体に過ごし、大人になってもフラットな関係性を築ける土壌
が育まれているとの声がある。他地域出身の保護者が身構えてしまうほど、子ども同士が構えずに
関わり合えていることは大きな強みであり、今後も継続が望まれている。一方で、その背景には先
生方の多大な努力とエネルギーがあり、感謝の思いも寄せられている。共同学習や交流は量を増や
すことが目的ではなく、きめ細かな個別配慮のもとで適切に行われている点が評価されている。職
員室での協力的な姿勢は子どもにも良い影響を与え、交流はキャリア形成の面でも重要だと捉え
られている。特別支援教育については、子どもたちは自然に受け入れている一方、保護者の理解は
十分とはいえない面もある。今後は、一人ひとりの過ごし方や支援の在り方について、クールダウ
ン対応にとどまらず、教職員と共に考える機会を設けることが充実につながると期待されている。

特別な支援を要する児童への対応について、教職員がチームで連携しながら取り組む姿が見られ、
子どもだけでなく先生方にとっても安全・安心が保たれているとの評価がある。一方で、保護者の
側には十分な理解が行き届いていない現状もあり、「知らないこと」が不安や誤解につながってい
るとの指摘があった。子ども同士が自然に交流しているのであれば、大人同士も交流を深める機会
が必要であり、保護者会を交流学級と合同で行うなどの工夫も提案されている。学校の自己評価
や取組指標が高い水準にあることは素晴らしいが、特別支援教育に関するアンケートで「わからな
い」とする声がなくなるには、なお努力が必要と感じられている。研修会や講演会は有意義である
一方、関心のある人に参加が偏りがちという課題もある。関心の低い保護者にも自分ごととして受
け止めてもらえるよう、学運協などでアイデアを出し合い、学校と家庭がWIN-WINの関係を築い
ていくことが求められている。


